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〈拉致〉
北朝鮮による日本人の拉致は非人道的行為の最たるもので，
被害者や家族にとって憤懣やるかたない悲惨で痛ましい事件で
ある．今もなお，生存する被害者の存在が疑われ，解決したと
は到底いえない．
一方で北朝鮮は“核”開発を進めており，これを断念させるこ
とは日本のみならず国際的視野からみても最重要課題である．
安倍内閣は，総理自身が拉致被害者の救済に向けた強い意志を
示したことで国民から支持を得た経緯があり，北朝鮮との交渉
に際し，拉致問題の解決を最優先する姿勢を崩していない．そ
のことが，6か国協議において日本が蚊帳の外に置かれた原因で
あることはいうまでもなく，冷静にわが国の国益を考えると，
拉致問題よりも核問題を優先させることのほうが大切なのも明
白である．もちろん，政治家達も同様に考えているのだろうが，
そう口に出せないのだ．マスコミの論調も同じで，“拉致問題の
解決を”と騒ぎ立てる．どちらも国民の感情を無視できない，と
いうより，感情的になっている国民にただ諂っているように私
には思える．
このような発言をすると人道に冷たいと批判を受けるかも知
れない．しかし，今こそ冷厳な目で国の安全を優先した外交を
展開する必要があり，政府はその点で，まさに鼎の軽重を問わ
れている時と言える．

（岡井　崇）
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